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Ⅰ．市民満足度調査の概要 

（１）調査目的 

  出雲市の施策や取組に対する重要度や満足度、定住意向などについて、市民の意識を

把握し、現行計画の評価や次期総合振興計画策定のための基礎資料とします。 

 

（２）調査内容 

○個人属性（性別、年齢、国籍、居住地域、居住年数） 

○出雲市の住みやすさ、定住意向 

○市の施策・取組についての重要度、満足度（全６１項目） 

都市基盤・機能（１１項目） / 産業・経済（９項目） / 教育・文化（９項目） 

健康・福祉（８項目） / 生活環境（７項目） / 安心・安全（５項目）  

まちづくり、行政サービス（１２項目） 

〇市の施策や取組のうち、今後特に重要で、かつ不十分であると思う項目、 

またその理由 

〇思い描く出雲市の将来像を表すキャッチコピー、言葉 

○自由意見 

 

（３）調査の対象・調査方法 

市内在住の 18 歳以上の方（外国人住民含む）の中から無作為に抽出した 4,000 名 

市民満足度調査票を郵送にて配布、無記名で回答いただき、WEB または郵送にて回答 

 

（４）調査実施時期 

令和 3 年（2021）9 月２４日～１０月１０日 

 

（５）調査票回収状況 

送付数 回収数 回収率 

4,000 1,718 43.0% 

 

※内訳 郵送回答 1,188( 日本語  1,178 / ポルトガル語   8 / 英語  2 ) 

    WEB 回答 530( 日本語   515 / ポルトガル語  15 / 英語  0 ) 
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Ⅱ．市民満足度調査の結果概要 

（１）出雲市の住みやすさ・定住意向 

●出雲市の住みやすさについて、どのようにお感じですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●これからも出雲市に住み続けたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 「住みやすい」と回答した人の割合は３２．７％で、平成２４年度調査と比

べて８．０ポイント増加しました。「まあまあ住みやすい」とあわせると、

回答者の８９．４％が「住みやすい」と回答しています。 

➢ 「これからも出雲市に住み続けたい」と回答した人は８２．５％で、平成  

２４年度調査（８２．６％）と同程度となりました。  

約９割の方が「住みやすい（まあまあ住みやすい）と」回答 
Ｈ２４から約６％増加 

今回（R３）             （H24） 

 

今回（R３）             （H24） 

 

32.7%

56.7%

5.4%

2.0%

3.1%

24.7%

58.8%

7.2%

2.1%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みやすい

まあまあ住みやすい

あまり住みやすくない

住みにくい

どちらともえいえない

82.5%

3.1%

14.5%

82.6%

2.9%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい

住み続けたくない

わからない

「住みやすい」と「まあまあ 

住みやすい」を合わせると

89.4% (Ｈ24：83.5%) 
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■ 各施策の重要度、満足度について、アンケート調査結果を点数化することによって評価 

 

 

≪各項目ごとに色分け≫

都市基盤・機能について 生活環境について

産業・経済について 安心・安全について

教育・文化について まちづくり、行政サービスについて

健康・福祉について

（２）市の施策・取組についてのニーズ度（重要度・満足度） 

 

 

 

 

 

 

① 【重要度 上位 10 項目】※重要度が高い順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 今回調査と平成２４年度調査のどちらも、重要度が高い上位１０項目のうち

４項目を「安心・安全」分野が、３項目を「健康・福祉」分野がそれぞれ占

めています。 

➢ 平成２４年度調査と比較すると、「就職支援の取組」が上位１０項目から外

れています。 

 

② 【満足度 下位 10 項目】※満足度が低い順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 「都市基盤・機能」分野と、「産業・経済」分野の満足度が低い傾向にありま

す。 

➢ 「公共交通機関（バス）の利用しやすさ」は、点数としては平成２４年度と

大きくは変わりませんが、今回調査では満足度が最も低くなっています。 

➢ 下位１０項目を平成２４年度調査と比較すると、「産業・経済」分野が７項

目から４項目に減少する一方で、「都市基盤・機能」分野が２項目から５項

目に増えています。 

 

令和３年度　重要度上位10項目 点数

消防、救急体制の充実・強化 87.0

義務教育（小中学校）の充実 84.8

防災体制の充実・強化 84.6

病院、診療所等の医療施設の充実 84.4

ごみの収集、減量やリサイクルなどの取組 80.7

子育て支援の充実 79.9

保健施策の充実 79.8

防犯に関する取組 79.0

交通安全対策の充実 77.9

幼児教育の充実 77.4

令和３年度　満足度下位10項目 点数

公共交通機関（バス）の利用しやすさ △ 34.0

歩道整備などバリアフリーに対する配慮 △ 27.8

就職支援の取組 △ 22.3

周辺地域の整備 △ 21.0

企業誘致による雇用の拡大 △ 18.9

義務教育（小中学校）の充実 △ 18.8

農業振興の取組 △ 17.3

公共交通機関（ＪＲ）の利用しやすさ △ 16.5

高速道路など広域的な道路網の整備 △ 16.4

林業振興の取組 △ 13.9

平成24年度　重要度上位10項目 点数

病院、診療所等の充実 85.8

消防、救急体制の充実・強化 83.7

防災体制の充実・強化 80.2

幼児教育、義務教育 79.5

就職支援の取り組み 77.7

ごみの収集、減量やリサイクル 75.3

保健施策の充実 73.8

子育て支援の充実 73.8

交通安全対策の充実 72.6

防犯に関する取り組み 72.4

平成24年度　満足度下位10項目 点数

就職支援の取り組み △ 46.3

新エネルギーの利用促進 △ 37.5

バスの利用しやすさ △ 35.0

企業誘致の取り組み △ 31.5

歩道整備などバリアフリー △ 30.0

観光客誘客 △ 26.7

定住促進に関する取り組み △ 25.9

林業振興の取り組み △ 25.8

商工業振興の取り組み △ 23.6

観光施設の整備、活用 △ 22.7
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③ 【ニーズ度 上位 10 項目】※ニーズ度＝①重要度−②満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 「都市基盤・機能」分野や「教育・文化」分野のニーズ度が高い傾向にあり

ます。 

➢ 上位１０項目を平成２４年度調査と比較すると、「産業・経済」分野が少な

くなり、「都市基盤・機能」分野と「教育・文化」分野の項目が増えていま

す。 

➢ 項目ごとにみると、「高校、専門学校、大学等教育機関の充実」、「周辺地域

の整備」、「公共交通機関（バス）の利用しやすさ」が新たに入り、「新エネル

ギーの利用促進、普及」、「観光施設の整備、活用」、「観光客を誘客するため

の取組」、「定住促進に関する取組」が外れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和３年度　ニーズ度上位10項目 点数

義務教育（小中学校）の充実 103.5

歩道整備などバリアフリーに対する配慮 99.9

就職支援の取組 95.1

子育て支援の充実 89.5

企業誘致による雇用の拡大 84.0

高校、専門学校、大学等教育機関の充実 84.0

幼児教育の充実 83.9

周辺地域の整備 83.7

公共交通機関（バス）の利用しやすさ 81.2

高齢者福祉施策の充実 79.4

平成24年度　ニーズ度上位10項目 点数

就職支援の取り組み 124.0

新エネルギーの利用促進 98.5

歩道整備などバリアフリー 95.2

観光客誘客 93.1

企業誘致の取り組み 90.9

観光施設の整備、活用 86.4

子育て支援の充実 86.1

定住促進に関する取り組み 82.4

高齢者福祉施策の充実 81.3

幼児教育、義務教育 79.1

平成 24 年度調査において「産業・経済」分野に分類されている「新エネルギーの利用促進」は、令和３年度調査で

は同じ分野・名称の項目が無く、「生活環境」分野に「再生可能エネルギーの利用促進」という項目があります。 
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（３）今回（令和３年度）のニーズマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市基盤・機能について  産業・経済について   教育・文化について 

健康・福祉について    生活環境について  安心・安全について 

まちづくり、行政サービスについて 

 

右上にあるものほど優先的に

取り組むべき施策

（ニーズ度のベスト10の施策を赤字）

重点維持分野 
市民のみなさんが重要と感じている施策であ
り、満足度が高いため、これからも重点的に
維持していく必要がある分野 

重点改善分野 
市民のみなさんが重要と感じている施策
であるが、満足度が低いため、優先的に
解決していく必要がある分野 

維持分野 
市民のみなさんが重要と感じていない施策であるが、満
足度が高いため、維持していく必要がある分野 

改善分野 
市民のみなさんがあまり重要と感じていない施策で
あるが、満足度を高めていく必要がある分野 
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平成２４年度のニーズマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市基盤・機能について  産業・経済について   教育・文化について 

健康・福祉について    生活環境について  安心・安全について 

まちづくり、行政サービスについて 

 

重点改善分野 
市民のみなさんが重要と感じている施策
であるが、満足度が低いため、優先的に
解決していく必要がある分野 

重点維持分野 
市民のみなさんが重要と感じている施策で
あり、満足度が高いため、これからも重点的
に維持していく必要がある分野 

右上にあるものほど優先的に

取り組むべき施策

（ニーズ度のベスト10の施策を赤字）

維持分野 
市民のみなさんが重要と感じていない施策である
が、満足度が高いため、維持していく必要がある
分野 

改善分野 
市民のみなさんがあまり重要と感
じていない施策であるが、満足度
を高めていく必要がある分野 
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Ⅲ．高校生アンケート調査の概要 

（１）調査目的 

  市内の高校生を対象に、現在の出雲市や将来に対する思いや考え、まちづ

くりへの提案などについて調査し、次期出雲市総合振興計画策定のための基

礎資料とします。 

 

（２）調査内容 

 ○個人属性（性別、居住地域） 

○出雲市に愛着、魅力・誇りを感じるか 

○出雲市の「良いところ、自慢や誇りに思うところ（もの・こと）」 

○出雲市の「不足しているところ、改善したほうが良いところ（もの・こと）」 

〇出雲市に住み続けたいと思いますか ※出雲市在住者のみ回答 

〇出雲市に住み続けたい、または一度は市外へ出ても戻って住みたい理由 

○出雲市に住みたくない（市外に出て、出雲市には戻らない）理由 

〇希望する居住地 

  〇今後の出雲市のまちづくりに向けて、重要だと思う取組 

 〇出雲市長だったら、「めざしたいまち」、「取り組みたいこと」 

 〇出雲市の未来を表すキャッチコピー、キーワード 

 

（３）調査の対象・調査方法 

市内の高等学校８校に通う３年生 

学校を通じて調査票を配布・回収（回答は無記名） 

 

（４）調査実施時期 

令和 3 年（2021）9 月～１０月 

 

（５）調査票回収状況 

回収数：１，３７６人 
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Ⅳ．高校生アンケート調査の結果概要 

（１）出雲市に愛着や魅力・誇りを感じるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 「ある程度感じる」が４６．２％で最も高く、「感じる」とあわせると    

８１．１％となり、全体の８割強が「愛着や魅力・誇りを感じる」と回答し

ています。 

 

 

（２）出雲市への定住意向 

●これからも出雲市に住み続けたいと思いますか。（出雲市にお住まいの方

のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考：平成 24年度調査 

感じる
34.9%

ある程度感じる
46.2%

あまり感じない
9.6%

感じない
4.2%

どちらとも言えない
4.9%

未回答
0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=1.376)

住み続けたい
20.3%

一度は市外へ出ても、出雲

に戻って住みたい
39.2%

住みたくない（市外に出て、出雲

市には戻らない） 14.8%

わからない
24.6%

未回答
1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=1,287)

住み続けたい
51.0%

住み続けたくない
12.9%

わからない
34.8%

未回答
1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=310)
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【男女別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 「一度は市外へ出ても、出雲に戻って住みたい」が３９．２％で最も多く、

「住み続けたい」の２０．３％と合わせると、全体の６割弱が定住意向を示

しています。 

 

➢ 男女別にみると、「住み続けたい」と回答した人が男性は２１．４％、女性

は２０．２％であり、わずかに男性の割合が高くなりました。 

 

➢ 一方、「一度は市外へ出ても、出雲に戻って住みたい」と回答した人は、男

性が３６．６％、女性が４３．３％と女性の割合が高くなり、「住み続けた

い」と「一度は市外へ出ても、出雲に戻って住みたい」をあわせると、女性

の割合が高い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

21.4%

20.2%

36.6%

43.3%

13.4%

15.2%

28.6%

21.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
(n=604)

女性
(n=623)

住み続けたい 一度は市外へ出ても

出雲に戻って住みたい

住みたくない

（出雲市には戻らない）

わからない
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●出雲市に住みたい理由を教えてください。（出雲市に「住み続けたい」また

は「一度は市外へ出ても、出雲に戻って住みたい」を選択した方のみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●出雲市に住みたくない理由を教えてください。（出雲市に「住みたくない（市

外に出て、出雲市には戻らない）」を選択した方のみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.9%

36.3%

25.4%

16.6%

15.1%

14.3%

6.7%

1.2%

0.4%

住み慣れているから

人とのつながり（家族や友人の存在等）があるから

出雲（地元）が好きだから

地元に貢献したいから

災害や犯罪が少ないから

自然が豊かだから

希望する仕事・就職先があるから

その他

未回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※複数回答

(n=733 )

37.2%

36.6%

30.6%

21.9%

20.2%

12.6%

2.2%

2.2%

希望する仕事・就職先がないから

魅力あるイベント・コンサートや

遊べる場所などが少ないから

公共交通機関（電車、バス）が不便だから

街に活気がないから

市内の店舗では希望の商品が手に入りにくいから

その他

近所付き合いが大変そうだから

未回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※複数回答

(n=183 )
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（３）将来の出雲市について 

●今後の出雲市のまちづくりに向けて、あなたが重要だと思う取組は何です

か。（5 つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 今後の出雲市のまちづくりに向けて、重要だと思う取組としては、「バス、

鉄道、空路など交通ネットワークを充実させる」が５３．６％、「人が集ま

る活気のある商店街をつくる」が４１．０％となっており、この２つが特に

高くなっています。 

➢ 続いて「芸術文化・スポーツ・レクリエーションの場を拡充・整備する」が

２６．５％、「魅力ある大学などの高等教育機関を増やす」が２５．０％、

「様々な災害に備えるために防災体制を強化する」２４．９％などとなって

います。 

53.6%

41.0%

26.5%

25.0%

24.9%

23.3%

20.9%

20.0%

18.4%

17.6%

14.6%

12.7%

12.1%

10.4%

10.0%

9.8%

9.6%

8.5%

8.3%

5.0%

3.6%

0.8%

0% 20% 40% 60%

●バス、鉄道、空路などの交通ネットワークを充実させる

●人が集まる活気のある商店街を作る

●芸術文化・スポーツ・レクリエーションの場を拡充・整備する

●魅力ある大学などの高等教育機関を増やす

●様々な災害に備えるために防災体制を強化する

●安心して子育てできる環境を整える

●ＡＩ、ＩＣＴなどの先端技術を活用して、

地域の課題解決や行政サービスの充実を図る

●企業誘致や地場産業の活性化により魅力ある

職場を増やしたり、起業しやすい環境を整える

●地域で安心して暮らせるよう医療や福祉の制度を充実させる

●歴史文化遺産や伝統文化を大切にする

●ゴミの減量化やリサイクルを進め、自然環境や生活環境を守る

●豊かな自然環境を生かし、農林水産業の振興や

再生可能エネルギー（太陽光、風力、バイオマスなど）の活用を図る

●差別や偏見のない明るく住みよい社会をめざし、人権教育・啓発を進める

●生きる力と夢を育むため、教育環境を充実させる

●道路や下水道の整備など生活環境を良くする

●外国人住民との相互理解を進め、ともに安心して暮らせるまちをつくる

●市内の地域資源等を活用して、積極的に観光振興を図る

●性別にとらわれず個性と能力を発揮できるよう男女共同参画を進める

●若者の地域活動や政治への積極的な参加を促進する

●市民のボランティア活動やまちづくり活動を積極的に支援する

●近隣の市町村と連携して、広域的なまちづくりを進める

●その他

(n=1,333)

※複数回答可（5つまで）


